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士活気に満ちた魅力ある郷土づくり
ト

34億§~ZJ7万円
タス算予度咋

支
十

5
‘
白
河
＝
＝
目

n
H
 

g
A
1
 

刀
ロ

・・・・・・圃
A

会

朝
日
町
の
今
年
の
町
づ
く
り
の
基
本
と
な
る
、
昭
和
田
年
度
予
算
が

決
ま
り
、

4
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
向
こ
う
一
年
間

の
，
町
の
台
所
々
を
ま
か
な
う
金
額
で
、
町
民
生
活
と
密
接
に
結
び
つ

い
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
一
人
一
人
か
ら
集
め
ら
れ
た
税
が
ど
の
よ
う
に

使
わ
れ
て
い
く
の
か
、
予
算
の
あ
ら
ま
し
を
紹
介
し
ま
す
。

伸
び
率
は
微
増

一
鍛
会
計
予
算
の
総
額
は
制
依
8
7
1
7
万

円
で
す

ニ
の
予
算
規
棋
は
、
昭
和
訂
年
度
予

算

（
内
初
）
に
比
べ
て
、
5
0
0
4
M
円
、
1

．
5
%
m
－
と
な
り
ま
し
た
。

t
r
d

ト
打
、
．
般
会
計
、

特
別
会
計
、
企
定
会
J

を
ん
H

わ
せ
．
初
惚
2
2
3
1
万
円
で
、
前
年
度

に
比
べ
5
・
6
%
の
仙仰
ぴ
中
と
な
リ
ま
し
た

歳

入

・
歳

出

そ
れ
ぞ
れ
の
家
庭
に
も
J
収
入
”
や
砂
支
出
”

と
い

っ
た
・
家
計
が
あ
る
よ
・
7
に
、
町
に
s
u
J成

人
＼
成
山
山
”
と
い
う
財
政
が
あ
り
ま
す
。

そ
し
て
ニ
の

よ
ば
入
”
は
、
私
た
ち
か
統
金

と
い
－
7
M
W
て
同
、
川
町
、
町
に
支
払

っ
た
も
の
で

um成
さ
れ
て
い
ま
す
二
川
や
叫
に
支
払
っ
た
縦

令
は
、
地
十刀ぃ父
付
制
悦
や
補
助
令
と
し
て
町
の
必

人
に
な
り
ま
す
）
そ
こ
で
ま
す
ぬ
入
か
ら
見
て

い
く
・
－
と
に
し
ま
す
。

お昆

町
税
は
歳
入
全
体
の
れ
・
1
%

必
人
で
絞
ら
承
裂
な
も
の
は
、
歳
入
全
体
の

幻
・
1
%
を
占
め
て
い
る
町
縦
で
す
．

町
制
悦
は
前
年
度
に

比
べ
、
8
・
2

%

m

と
．
町
民
税
、
制
定

資
様
税
と
も
治
実
に

仰
び
て
い
ま
す
。

地
ト
刀
交
付
悦
に
つ

い
て
は
．
全
体
に
山

め
る
訓
A
口
が
詑
%
と

大
き
い
の
で
す
が
、

前
年
に
比
べ
る
と
、

3
・
9
%
減
と
な
り
、

2
年
連
絞
め
マ
イ
ナ

ス
に
な
っ
て
い
ま
す
。

地
方
交
付
税
は
．
町
税

と
M
憾
に
使
い
万
が
制
約
さ
れ
な
い
性
的
怖
を
持

っ
て
い
ま
す
の
で
．
財
政
巡
営
の
上
で
は
た
い

へ
ん
厳
し
い
状
況
に
な
っ
た
と
い
え
ま
す
。

総
務
費
・衛
生
費
で
増
額

歳
出
の
内
訳
で
m
M
制
さ
れ
た
も
の
は
．
総
務

部

Hn
・
7

%
、
衛
生
資
幻
・
2
%
、商
工
賛
同
・
4

%
な
ど
で
す
。

総
務
代
は
、
新
庁
Am
口
組
設
事
業
貨
の
新
ぷ
、

衛
生
貨
は
、
泊
州
院
似
削
公
合
建
設
が
業
に
対

す
る
出
資
金
か
大
き
く
抑

い
た
も
の
で
す
。

減
額
さ
れ
た
む
の
は、

土
木
質
問

・
700、

消
防
代
目
・

3
%
な
ど
で
す
。

土
木
作H
川崎
無
常
芸
術
づ
く
り
が
業
の
縮
小
、

消
防
代
に
つ

い
て
は
、
救
助
工
作
市
半
焼
入
事
業

費
が
な
く
な
っ
た
ニ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。
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「町長の施政方針1
こ
れ
は
、

3
月
9

日
の
担
金
定
例
会
で

寺
崎
町
畏
ガ
表
明
し

た
「
施
政
方
針
」
の

申
か
ら
昭
和
田
年
度

に
お
け
る
「
活
気
に

満
ち
だ
魅
力
あ
る
郷

主
づ
く
り
L

を
推
進

し
て
い
く
た
め
の
施

策
の
仮
要
を
取
り
ま

と
め
た
も
の
で
す
。

活
気
巳
満
ち
た
魅
力
あ
る

郷
主
づ
く
り
を
目
ざ
し
て

昭
和
的
年
度
は
、
私
が
、
町
長
に

就
任
し
て
2
年
目
を
迎
え
る
年
で
あ

リ
ま
す
。
こ
の
問、
「
住
み
よ
い
町
づ

く
リ
」
「
豊
か
な
人
づ
く
り
」「
活
力
あ

る
産
業
づ
く
り
」
を
町
政
推
進
の
基

本
と
し
、
『活
気
に
満
ち
た
魅
力
あ
る

郷
土
づ
く
リ
」
を
回
線
に
全
力
を
あ

げ
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
．

幸
い
に
も
、
新
庁
合
建
設
下
定
地
の

決
定
、
北
陸
自
動
車
道
朝
日
・滑
川
聞

の
開
通
、

．
白
河
豚
美
術
館
の
開
館
な

ど
、
町
政
の
抱
え
る
重
要
諜
題
が
着

実
に
前
進
い
た
し
ま
し
た
。

町
民
の
皆
凶
怖
を
は
じ
め
、
関
係
各

位
の
泌
か
い
ご
埋
解
と
ご
協
力
に
対

し
て
、
深
〈
感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。

き
て
、
町
制
他
行
却
周
年
と
い
う

記
念
す
べ
き
節
目
に
当
た
る
新
年
度

も
、
明
日
の
朝
日
町
を
築
く
来
い
人

た
ち
が

一
人
で
も
多
く
定
住
し
、
叫
織

も
が
住
み
た
く
な
る
よ
う
な

「活
気

岨情
を
函
り
、
円
十
校
教
育
、
社
会
数
行

を
傾
極
的
に
展
開
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
青
少
年
の
ふ
る
さ
と
運
動
、

仲
間
づ
く
り
活
動
の
促
進
を
図
る
た

め
、
青
少
年
地
減
活
動
事
業
及
び
「若

人
の
ふ
る
さ
と
祭
り
」
を
後
進
し
て

ま
い
リ
ま
す
。

活
力
あ
る

産
業
づ
く
り
の
た
め
に

17憶9,906万円

活
力
あ
る
産
業
は
、
町
民
の
就
業

機
会
を
維
持

・
創
出
し
、

町
民
所
得

の
向
上
を
む
た
ら
す
と
と
も
に
、
安

定
し
た
豊
か
な
町
民
生
活
を
実
現
さ

せ
ま
す
。
ま
た
、
向
勧
化
計
会
に
お

け
る
一
M
M
伎
の
充
実
、

地
域
文
化
の
形

成
を
支
え
る
も
の
で
も
あ
リ
ま
す
．

そ
の
た
め
、

農
林
檎
撲
を
被
極
的

に
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
が
、
「活
力

あ
る
産
業
づ
く
リ
」
に
は
、
企
業
誘

欽
が
絵
返
要
課
題
で
あ
る
と
受
け
止

め
、
明
日
の
朝
日
町
を
築
く
行
い
人

た
ち
の
履
附
の
安
定
を
凶
る
た
め
に
、

当
町
に
ふ
さ
わ
し
い
優
良
企
業
の
誘

欽
に
絞
大
阪
の
努
力
を
傾
・
位
し
て
ま

い
リ
ま
す
内
ま
た
、

m
か
な
似
た
資

源
を
治
則
す
る
た
め
、
「削
判
日
町
の
観

光
を
考
え
る
加
入
委
れ
会
」
の
調
査

研
究
結
栄
を
待
勺
て
、
当
町
の
似
た

ビ
ジ
ョ
ン
を
樹
立
し
ま
す
。

新

庁

舎

の

建

叡

新
庁
合
の
建
設
に

つ
い
て
は
、
昨

年
8
丹
、
住
設

F
定
地
が
決
定
し、

町
民
の
仔
憾
の
よ
姥
M
併
を
賜
っ
た
ニ

に，

xonu

－
特
集
昭
和
印
年
度
予
算

＠

に
満
ち
た
魅
力
あ
る
郷
土
づ
く
リ
」

の
実
現
を
目
指
し
、
，住
み
よ
い
町
づ

く
リ
」
「豊
か
な
人
づ
く
リ
」「
活
力
あ

る
産
態
づ
く
リ
」
の
3
つ
め
政
策
を

お
実
に
進
め
て
ま
い
・リ
た
い
と
思
い

ま
す
の
で
、
品
目
憾
の
ご
支
緩
と
ご
協

力
会
』
切
に
お
願
い
中
し
上
げ
ま
す
．

住
み
よ
い
町
づ
く
り
の
だ
め
に

温
か
い
家
庭
と
心
ふ
れ
あ
う
地
織

社
会
、
快
適
で
美
し
い
郷
土
は
、
町

民
生
活
の
議
船躍
で
あ
リ
ま
す
。

自
然
と
調
和
し
た
環
成
法
盤
の
位以

備
を
図
り
な
が
ら
、
災
し
い
自
然
の

住
み
よ
い
町
づ
く
り
の
た
め
、
道
路

交
通
網
の
物
備
、
町
民
の
健
康
づ
く

リ
、
社
会
一
似
祉
な
ど
、
諸
総
策
の
充

実
向
上
を
図
る
こ
と
が
町
政
の
最
も

基
本
的
な
質
務
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

そ
こ
で
．
都
市
計
画
街
路
泊
・
綴

町
線
は
、
国
鉄
地
下
償
断
部
の
区
間

の
新
規
活
工
に
向
け
、
全
力
を
傾
・注

し
て
ま
い
リ
ま
す
。
ま
た
、
特
別
援

護
老
人
ホ
ー
ム
の
雄
投
は
、
印
年
度

の
建
設
を
目
途
に
取
り
組
み
ま
す
．

さ
ら
に
、

町
民
の
生
命
と
財
産
を

災
害
か
ら
守
リ
、
安
全
で
快
適
な
郷

土
の
建
設
の
た
め
、
防
災
体
制
づ
く

リ
の
一

頃
と
し
て
、
新
年
度
に
防
災

行
政
無
線
の
調
査
を
行
い
ま
す
。

豊
か
怠
人
づ
く
り
の
た
め
に

町
民
の
生
き
が
い
と
溢
か
い
心
の

ふ
れ
あ
－

v文
化
の
町
づ
く
り
の
た
め
、

家
庭
、
学
校
、
社
会
の
街
織
的
な
連

と
に
つ

い
て
、
こ
ニ
に
改
め
て
深
〈

感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。

さ
て
、
新
年
度
に
は
、
い
よ
い
よ

新
庁
合
の
建
設
工
事
に
着
手
し
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
皆
同
僚
の

一
一層
の
ご
協
力
と
ご
理
解
を
賜
リ
た

い
と
存
じ
ま
す
。

町
制
施
行
犯
周
年
の

記
念
事
業
等

朝
日
町
町
制
地
行
却
周
年
の
記
念

事
業
等
に
つ
い
て
は
一
朝
日
町
が
未

米
に
向
か

っ
て
飛
躍
す
る
た
め
の
節

目
と
し
て
ふ
さ
わ
し
く
、
し
か
も
2

万
町
民
が
こ
ぞ
っ
て
災
経
に
参
加
で

き
る
も
の
を
ぷ
本
と
し
て
、
町
民
恵

取
の
制
定
、

um山mum－
北
H
本
代
路

大
会
、
明
日
の
楽
し
い
町
づ
く
り
を

tffえ
る
携
拙
閉
会
、
第

一
回
全
同
ピ
ー

チ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
級
許
交
流
会
な
ど

を
実
地
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
岩
手
県
釜
七
市
と
の
友
好

都
市
の
促
進
、
東
京
朝
日
会
の
舟
建

な
ど
を
‘
初
周
年
記
念
に
ち
な
ん
で

術
極
的
に
進
め
て
ま
い
リ
ま
す
。

町
政
を
推
進
す
る
た
め
に

計
両
町
政
を
広－
U
H
と
し
、

聞
か
れ

た
町
政
を
権
進
す
る
た
め
、
「
町
長
と

語
る
会
」
「町
長
へ
の
た
よ
リ
」
を
積

極
的
に
実
施
し
て
ま
い
リ
ま
す
。

ま
た
、
住
民
の
町
政
に
付
す
る
立

向
調
先
等
を
路
ま
え
、
昭
和
引
年
度

か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
制
日
町
新
総
合

計
耐
の
策
定
に
世
相
手
い
た
し
ま
す
．

－
特
集
昭
和
回
年
度
予
算

＠



特集 昭和59年度予算

町民1人当りに
使われるお金は？
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活力ある産業づくりに

~ 'tl;(JIぷについては． 今年I~ カ・
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。民1ο：｜’！？ぷ公1i:.1~.＇.（ 1~i1 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ .. ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ......... s . ooo r・ 111 
0い5いき；；－；111キ，ンへー〆イベント・・・……567千戸

新庁舎の建設に
．．．．． 総務 ．

r11 r) ~·~の tt .;'l ・I•!l'.U..今:il'tか

らλタートL.ii•紘・I•Y‘と！日1r{

リキIIみます 'I :1 I立の 1-n に ~ L

j込11＇＜：代可，·~：＂ I・ ｜：しまし t.: ：民会l
iii I j ~~it ,;1° ・J; t・………………ー…・…一・・ti9.州7r-PJ 

豊かな人づくりに

義務教ftでは今年. 'I• '1：校教科
書改訂かな．されるほか．’F校体ft

純設の税rn1を行、、ます。
また.~；： 人のふるさと然り . J::. 

術展． 町民体育祭な と，経1 •·1 を ニ

らして合l由iし．百！カ・な人間形成の

-JJ}Jとします。

学校教育の整備…...・ H ・－－…………・………272.440千円

。教竹刀改訂・………………・………・……・3.014千円

。文部作指定絡校行tiff：校体行術品川…・………・887下円

0 ・7：校グラウンドft!~llJJ ・h・－－……………・…・ 4.600f円

0教材Ill備品……...・ H ・－……………一……11.524千円

社会教育の充実……………・……一……・・40,179千円

0 U人のふるさと然リ・・・・・・ー・・・・・・・・・・……ー・・・・700千fIJ

0 f付・r・.. ，：級議座間.~···・H・－－…...・H ・ . ....・H・... I. 220千円

芸術文化の町づくり...・ H ・－－………………….7. 583千円

。炎！f.rl必 …………・… ……・・……・…ー…・・・・ 1.062千円

。械山；bli解説炎Lr(,tll'置…・…・……・…………・ 180T・PJ

町民の体力づくり・・………...・ H ・…・・…...・ H ・23.770千円

。各純スホーツ教本品門会・・……・・－－…………・627子円

。町民体行然……・…・・……・・・・・……・… …・ 1.000千円

。学校体行施設の｜持JJ/i{……………・・………・2.892 T・円

。総合クラウンド照明峨設………一………ー 1.5閃千円

町政の推進のために
．．．．． 総務 ．．  

一般行政の充実……...・ H ・－－………………・509,451千円

o BIT .. ~.婦さん………・………………….. . ・H・..6.150千円

。ワー ドプロセソサfltIγ・・・・・・・・・・・・ー・・・・..... I ,320千円

30周年配念事業…・…・・…・…・…・…・…ー……・18. 500千円

。」tII ぶ J~~語大会…・……………………...・H ・..200 f-円

OM.t;H，モ… ……・…・…………・……....・ H ・－－…・870 f Pl 

0 味のふるさと悦…..・・・・ー・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・740千l'l

0「llJl11のたのしいまらづくりを 考えるJ"'iii＼会
…・ 350 T・IIJ 

0 記念；·~典… ・・ ・・…・… ………・・…・…・いい・・ 1.015千円

。全IF.Iビーチバレーボール純内交流会……5.2卵子Pl

0 i行防然……………………………・・・・ H ・H ・－－…・310下Pl

0万J'！でみる弱iLI Blfの変遷反－……・・………・3.165 ll'J 

o~長イ jiiiと友好Y.11rliのflti.tt...…・…・・・・.....・ H ・・ 112rドj
広量産行政の聾備・・・・・・…・…－－－－－－－…・・ー・....123. 220千円

。新川広滅I~ ＂$.t:・ ...一………………・・……80.769 fl'l 

Jム·1成~辺守.~f紛・JUだ…一………・・…・……・・32.743fl'I

住みよい町づくりに
．．．．． 土木・衛生・民生・消防 ． 

定沿

ili ~1}閲｛系では．これまで繁｛時し

てきました前勺装置等に関連し．

地下水調査を行います

制祉については．布毛布Ii¥祉対策

のM；充を図るほか．家J(f..奉仕員活

動強化のためfl動点を眺入するこ

とや. ~正常？!lhi高センターにゲート

ボール場を，泣ill'.L，老人の体力地

ii!;を推し進めます。

道路交通網の楚備－………………・…－－….265.430千円

0 1:11 rli ,!l·iJ!ij ・I＇~：・……・・…・……….....・H・ －… ·77.983千円

。道路特~l)l攻良・1i ~…・…一…・・…・………・63 ,716千円

。道路の鮒修 ・改良 ・舗装………・…・・・・…・63.147千円

。無’·~··， 1:.u1づく リ・れた・ー・・・…・・・…・…・・・・・・・・10,240千円

保健衛生の向上.....・ H ・………・・…・………・335.213千円

。健康.l¥"1進対策・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・17.390千円

。老人保健医療が来会計総H＼令...・ H ・－－－…・49.592千円

。墓地公｜申｜調俊一...・....…一…・…－………・400千円

。地下水調食……………ー…ー…ー…………・3.000千円

。病院事業会計への助成・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．・・・83.444千円

'0 消M’JO色H ・H ・－－……・…・…………ー……37.280千円

社会復祉の充実ぃ・・・…・…・・…・・……・・・・・0・505,387千

i o 特別長崎老人ホーム~設機倫小 ~m·…… 1.82 1千円

lo家庭判u~mn.tn1li.・ 伺 O千円

: o ~ 人 と 児官官．の交流・I~1:; ..…・・…・・…………・・・・ 100千円

O ゲート ボールt~；.l!i;ri.…ぃ…ー・…・……・・…….300千円
。イ1；℃悩祉対策’J,_t.....…・・…・・…・…………・..735千円

。保ffl析の連常n…………………・………373.709千円
住宅対策の推進…・…・・….........…・……・・…・2,447千円H

防災対制の整備…・…・・……・…・・…・……・・・131.256千円

。急傾斜地崩峻対；A・H ・H ・－－……………・……5.212千円

0 ifillJ ・l•t:··· …...・ H ・－－…・・ ……...・H ・－－－…・・J0.000千円

0 ~）j 災行政無線技；7( .~1.J 1!: ....・ー・・…・・…ー……一.500千円

。消防ポンプ！ft...........…・・・…・・…・・…・・・・…9.500子問

。災＂）::f\llll 阜I~~· ··· ・ H・－…………………・…… 3.304千円
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e6'：偽
うちの

おいど答
十＇｝）めまして。 ぼくのれ riiil~達也

です， jfrごろ.)Jメヲにこってい
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制HBlfや：野広餓t/tさん長男j主

也君 ｛昭和56王手 lJI 10日生れ）

町
制
叩
周
年
記
念
事
業
に

区
長
会
を
通
じ
て
協
力

Z
川
口
日
に
第

一
一川
の
M
F
H
K
会

か
附
縦
さ
れ
、
崎
地
区
の
水
れ
川
近

太
郎
さ
ん
が
区
長
会
長
に
選
ば
れ

意
4Ftし
れ
ん
。

そ
こ
で
A
，
M
は
、
水
－M
ざ
ん
に

ス
ポ

，
ト
を
勺
て
て
み
ま

L
た
。

水
ぬ
さ
ん
は
、
明
治
川
年
間
川

同
日
生
れ
の
刊
一時械
・
民
生
れ
の
ほ

育
ち
昭
如
刊

6
年

3
Hけ
に
山
山
県

師
範
学
校
本
刊
を
いMr業
さ
れ
、
以

内
の
為
小
中
学
佼
で
勤
務
，
附
相

“
年

3
月
、
ト
術
保
小
川f
校
長
を
以

後
に
数
討
中
市
川
に
終
止
符
を
打
た

れ
ま
し
た

ま
た
、
附
初
剖
年
6
け
か
・
り
は

崎
公
民
館
・
ど
が
ど
し
て
公
民
航
的

動
に
身
を
般
じ
・
り
れ
．
削
例
ル
札
は
没

婦人ボランティアグトプ

「
ふ
る
さ
と
の
民
話

と
伝
説
」
を
出
版

町内のさわやかさん令紹介します。 ；し説胤 HI成 「
二 」 ＼＂I光 ..例制l

町内に住んでおられる方ならどなたで ~ 。とをが｛を II 日
もけっこうです。広報係に御一報令。 jそい 「，iff」 町 Blf

う ふり が憾で
さ形る 紋ぷ人は
きできい Itポ
や収とでら ラ II({
か鈷の ;f.とれン 制！
な L 1込 た 、テ 52
成 て ぷ l己創； ィ年
来き と ，；fi I；アか
カf ま （！； や の ffら

公
民
館
の
館
伎
と
し
て
も
活
路
し

て
お
ら
れ
る
。

ヌポット
＼ ライト

んC々
H
M邸

主
た
太

会

料
近

長区町向】朝

島水

お父さん．お母さん． お子さん

の写真に簡単な紹介交を付けて．

役場総務課まで送ってください．

さ
て
、
な
ぜ
地
区
の
区
長
に
な

ら
れ
た
の
か
件
ね
る
と
、

「
地
区

に
は
佐
代
が
集

っ
て
話
せ
る
州
場

か
な
い
の
で
‘
公
民
館
の
仕
が
を

し
て
い
た
削

係
上
、
公
民
鉱
山叫
ぷ

の
た
め
に
お
什
定
ω

地
区
住
民
の
打

々
や
け
悦
山
九切
の
万
々
の
周
鮮
と
協

力
を
件
て
、
附
利
叩
年
比
川
に
山
崎

1・し
ま
し
た

－－
の
と
き
の
幽
聞
き
が
地

K
の
人

た
ち
に
必
め
ら
れ
た
ん
だ
と
思
い

ま
す

」
と
の
こ
L
＼

ま
た
、

K
K
に
な
勺
て
か
ら
の

思
い
出
品
を
・
7
か
が
・
7
’r

，
地
．
似
の
い
父
泊
安
全
と
M
抑
止
H

、

排

気

ガ

ス

問

題
解

決

の
た

め

に

．

川

辺
ο
P
サ
線
パ
イ

ハ
ス
の
往
設
に
伐

っ
た
こ
・
r－

で
す

川
地
の
問
．犯
な
ど
、

地

K
の
人
た
ら
の
内
解
を
得

る
た
め
に
山
労
し
た
－
－
と
が

A
，
と
な
れ
．は
、
い
い
思
い
山

で
す
」

法 ·~:t ‘JI. fi 1~ i,ri ~（ ~Ir h: 1 と ；j.;,
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折育

谷E

聖ご

市子二
19さ
きん

さ
ら
に
、
問
初
犯
年
か
ら
附
初

日
年
ま
で
の
川
年
問
、
崎
地
以
内

体
育
協
会
長
と
し
て
、
地
，
K
の
健

康
っ
く
り
に
も
嫌
っ
て
お
ら
れ
ゐ

そ
し
て
、
附
初
日
年
か
ら
民
地

一
民
の
．Kμ
に
ν

削
句
作
4
川
M
U
－－

留守
付
則
｝
で
あ
る
。

園細野司自

泊りガけで旅行！こf

食趣 味

千五

合勤務先

日L1l約lllJJHfff1:!il~i 

そ
し
て
、
区
長
会
長
に
な
ら
れ

た
A
F
の
心
岐
を
尋
ね
る
と
「
本
年

は
、
朝
日
町
制
組
行
初
周
年
の
立

災
あ
る
年
で
あ
り
、
町
で
は

Mm々

の
記
念
が
業
が
仙
川
州
さ
れ
て
い
ま

す
u

M
M
K
会

tv泊
じ
、
。
作
地
医
の

皆
さ
ん
と
予
を
取
り
合
い
、
紀
念

市ド
業
が
円
滑
に
進
む
よ
・
ヲ
協
力
し

て
い
き
た
い
ω

ま
た
．

M
勾
地
以
と

し
て
は
、
ほ
附
品
川
の
は
必
リ
ム
け
が

似
瓜
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る

の
で
、
こ
れ
を
出
向
に
ほ
地
ば
の
史

跡
を
総
合
的
に
見
向
し
た
い

」
と

数
行
お
山
身
－
H
し
い
発
バ
で
し
た
ゐ

の
尚
い

ご
指
導
と
ご
上
Am砲
を
賜
リ、

即
〈
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

な
お
、
全
部
記
録
し
終
え
た
わ

け
で
は
な
く
、
こ
の
後

一
つ
で
も

多
く
庖
れ
た
無
形
文
化
財
を
発
掘

で
き
る
よ
う
努
力
し
て
い
き
た
い

と
念
願
し
て
お
り
ま
す
。

4

司
編
集
に
集
っ
た
仲
間
だ
ち

r
o
p
o
n
ζ
 

－
み
ん
怠
の
広
掲
＠

「
ご
み
を
な
く
す
日
」

山
崎
小
6
年

山
崎
育
代
さ
ん

山
私
た
ち
は
、
き
た
な
い
場
所
よ
り
も
き

れ
い
な
場
所
に
生
泊
し
た
い
と
思
勺
て

い

ま
す
．
し
か
し
、
道
ば
た
に
空
カ
ン
が
必

ち
て
い
た
り
、
紙
く
ず
が
綿
ち
て
い
た
リ

し
て
い
ま
す
＠

い
勺
も
思
う
の
で
す
が
、
い

円
た
い
だ

れ
が
そ
う
じ
を
す
る
ん
で
し
ょ
・
7

こ
の
よ
・
7
な
、
ご
み
を
か
た
ず
け
る
人

の
身
に
な

っ
て
み
る
と
、
と
て
も
ご
み
の

「
ポ
イ
す
て

－
は
、
で
き
な
い
と
思
い
ま

す
‘
ど
う
す
れ
ば
、
『
ポ
イ
す
て
」
が
な
く

な
る
の
で
し
ょ
う

日
ご
ろ
、
ご
み
を
く
ず
か
ご
の
小
に
入

れ
る
刊
行
訓
引
を
つ
け
て
ね
〈
－
｝
と
が
大
切
だ

と
思
い
ま
す
ま
た
‘
き
れ
い
な
州場
所
や
、

き
れ
い
な
か
だ
ん
に
す
て
る
人
は
、
ほ
と

ん
ど
い
な
い
よ
・
7
に
、
い
つ
も
ま
わ
り
を

き
れ
い
に
し
て
ね
く
と
い
い
ん
じ
ゃ
な
い

か
と
思
い
ま
す
‘

み
ん
な
が
き
れ
い
に
す
る
、

と
い
う
公

持
ち
も
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
で
も
、
心
な
い
人
が
ほ
ん
の
少
し

で
む
い
た
ら
、
き
れ
い
に
な
ら
な

い
の
で
、

そ
の
地
域
の
人
た
ち
が
全
只
で
、
ご
み
ひ

ろ
い
を
す
る
日
を
決
め
る
と
い

い
ん
じ
ゃ

な
い
か
な
あ
と
思
い
ま
し
た
。

お伴
H
円、

3
U
は
、
ご
み
を
な
く
す
る
日

と
し
て

「
ご
み
の
日
」

を
決
め
た
ら
ど
う

か
な
あ
と
思
い
ま
す
。
一

欝
大
切
な
の
は

一
人
一
人
の
気
持
ち
で
、
き
れ
い
に
す
る

と
い
う
こ
と
を
い
つ
も
蝋
の
中
に
人
れ
て

お
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
な
あ
と
思
い
ま

し
た
．
そ
う
す
れ
ば
、

町
や
凶
の
川
も
山

も
き
れ
い
に
な
る
で
し
ょ
う
。

…
あ
な
た
の
ご
怠
見
を

…

…
こ
の
欄
に
あ
な
た
の
ご
窓
口
九
を
。

一
テ
ー

マ
は
’
H
由
で
す
。
町
を
良
〈
一

一
す
る
越
設
的
な
意
見
を
待
っ
て
い

一

一
ま
す
。
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小さいl:Ciからあニがれていた級1佐f!
うたん・c－十＠ 攻作IJ.,'l:!：払刊：司べレー
ションとい司て機械に｛i＇；込町の 入力をし

ています．

今年はぜひi(l1）がけで旅行にH，，て

はたいな それに．作からIi. ドライ

，〈ーなので．私的を起ニさないよ うii=

志するつもりです。

n 分について JえIi . 大きなj l i で~・

うことが彩、の民所であり l~U折でもある

と思っています. l~ < :rえI!.＂..，＇宇｜崎%
がH月るくなると eIわれますが．しとや
かさに欠けるので~i. Ji庁では ないかなと

自分では店、います。

JI!¥！.！.！の人は.f1iJ 1'1：からいf!iされてい

て. ~tl!iのすてき な人です。

料f平.Ii9.fきで.--AfiリIi{1：ったこと

があります。でもあまリおいしいと思

った料理はないんですよ。

＊家族≪llX
1111j tJI. と ~ と 4 人’~朕

－
み
ん
怠
の
広
編
＠
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.;. il1う（UIU1りのIf,（［刈となるニ とがあります。
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もらいがあります。 ふ

結膜炎一一一一一 ． 
車.＇i股炎のうちでもよくかかるのがぶ字カ

・1 タルというもので.20縦以 ドの男 l二に 多く．

4 いりたんカ・かるとi止〈絞〈慢性病だからや
，，ヵ.~ .てす ：． 

:;・ ＇＂先には特にこの病状か忠化して.IIや

心にか:I¥I.ニリします＠ニのf1i可欠をifi1摂するに

う Lt . エヒレナミシ ． コカイン 水などを，•.＇！： Ill~ :;・ 
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.;. ~、ましょう
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.;. I~ : ~に iii. Ill! ·t・ることかMtけし必’起て・1・

． 一二のIめイ；－， て ~iltJ I: tOi.a.1）＇か． :! ：，の ：~· 
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’L を ~ニ し物を飲み込むときに術み. ,:iが
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ビ
ー
チ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
成
績

去
る
2
月
M
日

（
火
）
か
ら
凶
臼

（本

－の

3
日
間
に
わ
た
り
、
町
総
合

体
育
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
大

会
も
今
回
で
ゆ
副
日
を
数
え
、
町
会
再

に
反
透
し
て
き
で
い
る
よ
う
で
す
。

A
7
凶
は
、
k
r
y
の
参
加
資
絡
を
、

9
月
に
朝
日
町
で
開
催
予
定
さ
れ
て

い
ま
す
富
山
県
ウ
ー

マ
ン
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル

・
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ト入

会
に
合
わ
せ
、
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

婦
人
の
万
々
の
活
仰
絡
が
期
待
さ
れ

ま
す
。
成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

/JU 
藤

久

加
藤

A
－
女
子
一
都

優
勝

山
崎
ビ
ー
チ
バ
レ

l
ポ
｜

ル
ク
ラ
ブ

A
チ
ー
ム

M
谷

U
A
H
f
絞

本

京

f

加
指
標
怯
子

水

島

消

f

水
島
美
紀
子

光

生

ち

い

次

勝

三

ち
ゃ
ん
チ
l
ム

藤

井

ゆ

か

リ

前
川

浪

f

藤
田
二
三
校

藤

聞

文

f

広

岡

絹

子

広

団

広

f

案
書
呆
実
乃
日
入
ま
呈
・
の
こ

4
t
d
a
z

’t
＆
円
n
U
4
H
M

『ノ’
L
E，M
O

ス
ポ
ー
ツ
傷
害
保
険
の
期
間
は
、
た
州
場
合
に
救
済
す
る
も
の
で
す
・

毎
年
4
月
1
8
か
ら
笠
年
3
月
引
目
し
た
が
っ
て
、
ス
ポ
ー
ツ
団
体
だ

ま
で
の
一
年
か
ぢ
リ
で
す
ω

け
で
は
な
く
、

f
供
会
・
時
人
会
・

継
続
の
方
、
ま
た
新
総
加
入
の
む

も

地

域

の
ク
ラ
ブ
等
で
叩
れ
以
上
で
あ

息
・
め
に
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

れ
ば
、

ど
な
た
で
も
加
入
で
き
ま
す
。

な
わね、

こ
の
保
険
は
、
ス
ポ
ー

ツ

川

入

手

続

等

に
つ
い
て
の
問
い
九
日

団
体
や
社
会
教
行
関
係
団
体
に
所
以

わ

せ
は
、
町
教
行
会
U
会

（
宮

mM
H

し
て
ス
ポ
ー
ツ
活
動
・
社
会
教
山
口
前

1
1
0
4
）、
リ
え
は
町
民
総
合
体
行
館

動
を
行
う
人
が
、
そ
の
活
動
中
に
生

（
宮
間
1
1

8
3
8
｝
へ
s

じ
た
事
飲
等
に
よ
っ
て
似
芯
を
被
つ

－
男
子
一
部

．後
勝

H
月
山
チ
ー
ム

品

川

野

弘

次
作
山
初
附

校

沢

正

降
．

航

機

巾

州

制

川

忠

則H

一以
仲町

一
一峨

次
勝

緑
町啄
U
H九
五
千
｜
ム

化

作

附

必

広

附

附

弘

緑
川

義

弘

水

・川

勝
利

点
柿
同
政
い
小
川

M
W
人

－
女
子
ニ
郵

優

勝

栄

町

8
チ
l
ム

松
阪
民
子
米
丘
光
，
・
ra

水
下
美
下
代
折
谷
先
行
子

酒

井

祐

チ

次
勝

山

崎
ピ

l
チ
パ
レ

l
ポ

l

ル
ク
ラ
ブ

B
チ
ー
ム

JM谷
悦

子

岩
谷
＝
、
ャ

f

水－
M
由
紀
チ
佐
図
み
ど
り

竹

谷

孝

子

早
く
も
申
し
込
み
殺
到

全
国
ビ
！
チ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
親
善
交
流
会

町
制
初
周
年
を
記
念
し
て
、
9
け

句

が

あ

り

、

以

内

外
か
ら
の
聞
い
A
い

お
日

（臼
）
に
開
催
す
る

「第

一
一
回
せ
の
五
ぷ
や
激
励
の
便
り
む
あ
り
町

全
国
ピ

l
チ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
縦
長
門
交
教
育
委
員
会
で
は
そ
の
応
対
に
迫
わ

流
会
」
の
参
加
に
つ
い
て
、

他

山

町

れ

て
い
ま
す
ν

村

へ
参
加
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
が
、

制
H
町
の
参
加
に
つ
い
て
は
、
7

広
山
川
県
三
原
市
や
山
似
保
安
米
市
、

川

．引
に
，T
選
会
を
行
・
7
予
定
に
し
て

依
田
県
八
郎
均
町
な
ど
か
ら
参
加
希
い
ま
す

av男
子
二
部

俊
勝

い
い
友
小
年
隊
チ
ー
ム

愛

場

陥

吋

折

谷

一

安

野

凶

潔

稲

村

功

池

田

宏

文

神

谷

知

明

次
勝
山
川
崎
ビ
ー
チ
バ

レ
ー
ポ
｜

ル
ク
ラ
ブ
チ

l
ム

－M谷
味

水

品

um犬

川

内

作

川

谷

俊

成

A
V
女
子
三
部

優

勝

ス

マ

イ
ル
チ
ー
ム

商

品

久

チ

白

井

と

み

f

山

崎

ふ

み

高

股

美

佐

f

広

岡

礼

子

次

勝

大

家

花
チ

i
ム

治
水
ま
す
え
治
水
さ
み

f

鍛
治

そ

め

沢

岡

市

子

持

川

水

光

子

低

限

民

f

第
幻
園

町
民
パ

大
家
川
町
剖
｜

μ
山

－

L
健
司
ド
h
q
J

れ

U
M叶

E
1々
n
v
uu引
の

4
1
1
η
4
d引

｛与！・由.＇.t

・中
決
勝泊
三

M
ω
1
8
大
山
ぶ
山

山
一一

Kov－－
8
・h
筒
山

勝

決

勝五
附
問
山
お

l
u
大
ん
か
此

A

マ
女
子
の
部

ス
ケ
ッ
ト
ボ

l
ル
大
会
成
績

決

第
幻
田
町
民
パ
ス
ケ

ソ
ト
ポ
ー
ル

大
会
が
、
去
る
3
H月
日
日
｛
臼
）
、

町

総
人
H

体
育
館
に
お
い
て
男

f
げ
チ
ー

ム
、
女
チ
6
チ

l
ム
計
幻
チ
ー
ム
・
制

名
の
参
加
を
得
て
、
盛
大
に
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

－
男
子
一
部

泊
二

K
m
1
4
泊
三
灰

機
決
勝泊
二
区
制
｜
浦
山

崎

’

n
－4
4
5
｜

O

克

Y
H
1
4

1

J

 

決

勝
泊
一

R
m
l
M
泊
二
u
n

．
男
子
＝
部

幣
決
勝

、、、ニパ

ス
ケ
ッ
ト
ボ

l
ル
春
季
大
会
成
績

A
V
男
子
の
部

決

勝
－K
附
山
ス
ホ

1

4

大
山
む
小
山
ス
ホ

1
1
4
4

，E

・0
l

’

l
ツ
少
作
川

l
ツ
バ
ナ
サハい

• 少 dii）と女
ij'. ス 子
l・tlホ勝 の
｜ 部.. / 
15 

1大
ツ ・是正

少 Ii:
:rス
I Hホ

検
伐
を
し
て

い
た
に
く
先
生

U
L

N
N
制
で
、
限
ら
れ
れ
人
川
川
で
身
体
的

す
み
ず
み
ま
て
．l
w，に
凡
て

い
た
だ

、
ご
ま
し
た

倹
K
刊
か
終

っ
て
レ
ン
ト
ゲ
ン
一
r
J
れ

を
的
に
、
先
午
．か－
H
Aし
く
－
M
H

か
リ

－N
〈
H
d
川
さ
れ
火
山
め
ん
り
ま
は
げ
－
ん

と
一バ
わ
れ
れ
ん
を

5
9小
う
い
山
て
－N

か
り
た
わ
し

．パ
わ
れ
た
よ
・
7

て
し

た
什
じ
れ
川
刊
し
町
の
助
成
で
%
で

一

十
み
ま
し

ん

一

ド

，
ク
二
人
V

て
本
中
1
に・
μ
か

，

ん
と
思
い
ま
寸
町
h
u
，
ruむ
今
後

一

厳
し
い
と
思
い
ま
す
か
、
い
昨
年
続
け

て
い
た
た
、
．．
 
ム

人
で
’
u
多

t
f倹
さ

れ
る
こ
と
を
刷

～
て
心
り
ま
ナ

自
分
の
健
康
を
守
る
た
め
に

泊
三
田
川
町

臼

本

喜

一

さ

ん

い
る
川
似
の
Mm似
山
間
い
れ
に
と

り
て旬
以川

ば
し
い
こ
と
と
思
い
主
す

私
も
受
検
し
ま
し
た
が
‘
時
間
的

に
も
い
く
、
他
の
病
院
に
し
劣
・
り
な

い
検
伐
を
し
て
い
た
た
き
ま
し
た

例
日
町
は
、
花
代
の
帥
間
出
作
剛
川
活

動
に
h
H
を
入
れ
て
お
ら
れ
ま
す
か
、

少
な
い
予
算
の
山中か－
H

一
一H
成
人
州

ド
ゾ
ク
を
泊
病
院
で
実
施
き
れ
た
、
』

と
は
、
日
頃
か
・
り
身
体
に
仁
川
立
し
て

－
ス
ポ
ー
ツ
と
健
康
＠

§, 

－
ス
ポ
ー
ツ
と
健
康
＠広

J
P
o
q
J



品

ω〈日
ω＠
悶

ω

社
会
福
祉
は

社会九i祉協治会Lt.併
さんとJI：、に地械の悩
制，，，，，：をめざす以!ill
t;,\tt~I吋体です。

み
ん
な
の
問
題

山
私
た
ち
の
周
聞
に
は
、
市外
ら
し
を

妨
げ
る
も
の
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

例
え
ば
、
病
気
や
ギ
政
、
防
山
品
川
や

体
力
の
氏
、
ぇ
、
災
み
な
ど
、
数
え
れ

ば
切
り
が
あ
リ
ま
せ
ん
。

こ
れ
ら
は
、
い
つ
、
議
を
拠
っ
て

く
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
し
、
間
人
で

は
対
応
し
き
れ
な
い
問
題
で
す
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
を
で
き
る
だ
け

防
什
し
た
り
、
現
に
凶
っ
て
い
る
人

々
が
安
心
し
て
希
望
を
持
っ
て
碍
・り

せ
る
よ
、
7
、
社
会
的
条
約
を
燃
え
、

住
み
よ
い
町
づ
く
り
を
進
め
て
い
く

こ
と
が
社
会

M
M加
な
の
で
す
。

で
す
か
・
旬
、
社
会

M
M慨
を
充
災
さ

せ
て
い
く
こ
と
は
決
し
て

一
部
の
人

の
問
題
で
は
な
く
、
み
ん
な
が
用
解

と
関
心
を
持
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

問
題
な
の
で
す
。

役
口
只
は
、
も
の
ご
と
を
決
め
て
も

ら
う
早
川
議
員
、
会
計
監
伐
を
し
て
も

ら
う
肢
が
＼
会
務
を
執
行
す
る
理
事

で
憐
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

日
年
伎
の
が
業
計
幽
と
予
算
の
あ

ら
ま
し
は
、
次
H
V
に
制
介
い
た
し
ま

す
ら
今
月
号
よ
リ
「
ふ
く
し
の
窓
」

と
し
て
似
月
叫
似
す
る
予
定
で
す
υ

． 、
・k

－ 

J’ 
、． 

室
No.16 

通算·~齢年金の支給仔lj を説明し

てくださL、。

国民年金

相 談

問

筈

社
会
福
祉協
議
会
と
は

社
会
川
社
協
議
会
（
社
協
）
は、

作
川
氏
が
主
体
と
な
ゥ
て
付
金
制
祉
の

充
実
を
凶
り
、
作
み
よ
い
町
づ
く
り

を
行
っ
て
い
こ
う
と
す
る
民
間
の
円

七
的
な
組
織
で
す
v

な
ぜ
、
仏
民
主
体
の山
口
主
的
な
吋
出

動
が
強
調
さ
れ
る
の
か
と
い
7
と
、

私
た
ち
住
民
が
山
円
分
の
持
ゥ
て
い
る

問
題
や
凶
り
に
あ
る
問
題
を
制
…
械
的

に
発
言
し
、
そ
の
解
決
の
手
だ
て
を

ぷ
し
ん
H

い
、
行
動
し
て
い
く

・｝
と
が

問
題
解
決
の
も
と
に
な
る
か
ら
で
す
。

社
会

M
M協
議
会
は
、
住
民
の
も

つ
要
求
を
作
治
的
、
．
吹
ボ
解
決
の
た
め

に
問
題
の
性
約
に
応
じ
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
川
動
な
ど
依
代
の’
川
主
的
な
川

E
U
P
o
n
u寸

－
ふ
く
し
の
窓

⑪

ム
五

・山

議

川
i
H
 

um
川

百
回

f

A2
7
 

1

市
外
比

一山
町

川

緬

臼
M

町

制

削
制

州

おりがとラ
窃たたかい窓

。幸町 m主主｛；＼美さん亡うた行
典j起しとして._I：キε人ク
ラブへ50,000円．社会福祉

のためにと50.OOOfJJ 

。ガールスカウト山山27団刺

日さん 11.030円

。子柳大、v距和さんl.000向
。三牧悦必LU党・1.：さん亡母

件典j起し として．三校総主

人クラ7・へ30.000円．社会

悩祉のためにと50.000円

。幸町 とく名さん 4,012111 

．朝日町荒川高山村Hi銀行さ
んから創立40周年を記念し

200万円の寄付がありました。

朝日町善憲銀行預託

(2月II日ー3月10日）

れ島つ
ま近て区
し太 長
た郎社会
。さ協長

ん副の
が会改
就長選
イ壬にに
さ水伴

耐
を
助
以
さ
せ
た
リ
、
附
係
機
附
、

川
山
体
、
組
織
に
迎
竹
村
を
す
る
と
い

っ

た
的
動
を
し
て
い
ま
す
。

運
営
と
あ
ら
ま
し

朝
日
町
の
什
会
制
祉
協
級
会
の
紙

代
は
、
併
さ
ん
か
・
り
の
会
代
、
寄
付

令
、
ル
比
八
川
募
金
配
分
令
、
町
補
助
金
、

県
札
協
納
州
全
、
会
河
北
・令市いな
ど
に
よ

勺
て
ま
か
な
わ
れ
て
い

ま
す
。

そ
し
て
、
爪
持
ご
協
力
い
た
だ
く

会
代
、
五
什
令
、
札
札
ハ
川
町
布
令
配
分
全

は
、
れ
協
の
が
業
代
と
し
て
地
域
一
制

祉
の
充
%
に
役
h

ぶ
っ
て

い
ま
す
。

付
協
の
制
織
は
、
附
い
市
川
県
伎
の
会

以
制
で
‘
町
内
A
Or

快
慌
の
十
々
々
に
加

入
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
“

習
い
ま
せ
ん
か
救
急
法

a’ 

日
本
わ
ゆ
十
下
社
で
は
、
川
火
山
札
口
政
助

活
動
や
献
胤
ド
小
松
戒
め
は
か
、
こ
う
し

た
減
計
も
早
期
一点
し
ゃ
業
と
し
て
行
う
て

い
ま
す
が
、

H
－
亦
制
H
－
分
慌
で
は
紋

急
法
と
家
庭
行
川
崎
の
治
山
内
を
・バ
州
し
、

希
山
間
を
求
め
て
い
ま
す
、

交
成
の
ん
法
は
、
川
体
必
刊
行
で
、

併
さ
ん
が
参
加
さ
れ
て
い
る
件
”
の

川
体

（
池
山
収
や
戦
功
の
川
体
、
・川

M

会
、
グ
ル
ー
プ
、
や
校
な
ど
｝
の
的

動
と
し
て
、
二
時
間
は
ど
で
法
関
知

泌
と
校
術
を
日中川
・
す
も
の
で
す
6

治
附

は
亦
十
千
社
か
ら
無
料
て
派
泣
い
た

し
ま
す
，
ぜ
ひ
、
あ
な
た
の
川
体
の

日
年
度
行
市
中
に
計
向
し
ま
し
ょ
う

申
込
、
問
い
へ
H

わ
せ

り
わ
ゆ
川
間

u
ω
H
e
k
（川別
U
町
社
会

か
川
社
協
議
会

~Kilt年金をうけ る ために必要な

25年の期間はないが．保険料納付

i斉か免除をうけた期間がl年以上あり．

他の年令制度と合わせて25年 （B?l.fll S 

年4月lH以前に’主まれた人は生刊誌ii併

置があります。） 以 上あれば支給されま

す。

r 

)j を小
Lt. さ fflt ：あ
If し f：一宮
ゐ：ぁ 「：:x. s：~ 
籾lIf it~ ; 1f 1 I 
uま ！.＇：！. : j~ () 
分す f : s 
[l ‘お； l'LJ 7 
へごめ ；H 6 
ど希知； 三 ）
う噌滋； f・
ぞの 」； 八

日

．いずれも通算老齢年金の場合

( f91J) ／！｛.牛年余に18年．そのあと［Jll己

.q:.;'t!に1sif-lm人していた人の例で，ij・り

すると．

。厚生年金 （ その時の‘JCJ~J)J 似を 13

Ji円とする）

I( 2. 050P l × 18年× I~ ヵ）l ) + ( 130 . 000 

円×~× l昨× 12t:itl ） × l 122'.?ol 
=811. 90011.j （＇間i67.65州l） …＠

0国民年金

ll .680PJ×（ 15if：×12ヵIJ）×1.122°61

= 339. 30011］けは（i2状2i511l) …⑮ 

この③と⑫アそれぞれの年f酬 11変わ・、
年2[H](6)J.12Jl）にわけて文給されます。

牟

一

圃
W
白
川
崎
一

婦
人
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
育
成
講
座

受
講
生
を
募
集

趣
旨

船
人
の
知
ぷ

・
技
能
を
ト
分
に
ル十
か
せ

る
よ
・
7
棋
院
的
mf
刊
行
を
深
め
、
ぷ
ラ
ン
テ
ィ

ア
川
動
を
促
進
す
る
向

主
催

制

M
町
教
育
吾
川
会

・
制
日
間
中
央
公

J

ぃ、、
J
P
H
h

－

A
a
u
 

期
間

川
和
的
年
4
川
i
附
初

ω年
2
川

会
場

制
H
町
教
打
セ
ン
タ
ー

－
例
目
町
一仙
祉

セ
ン
タ
ー

対
象

制
H
町
に
作
似
す
る
州
人

受
講
料

無
料

申
込
方
法

附
和
的
年
4
H
け
初
日

（令
）
ま
で

に
．
州
日
町
教
打
吾
川
会
へ
．
中
也
r山
｛
出

i
1

2
0
4
」
え
は
、
削
紙
に
次
の
が
削
引
を
記
入

し
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

①

氏

名

②

住

所

③

生

年

H
H

番
号

学
習
内
容

団

四

四
団
：
・
O
ボ
？
／
テ
ィ
ア
活
動
の
立

義
O
朝
日
町
の
境
状
O
映
画

（
予
を
つ
な
ぐ

仲
間
た
ち
O
楽
し
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に

す
る
た
め
に

開

園

・・

02
2速
と
分
知
O
民

共
保
存
の
意
義
（
民
俗
資
料
館
祝
祭
）

O
民

H
パ
の
分
知
O
朝
日
町
の
農
業
と
民
具

閣

圃

・：
0
民

共

の

長

（展
示）
O
記

U
M
U市
民

O
民
共
収
集

④
電
話

設圃
泊
駅
か
ら

川
鉄
日
山
駅
で
は
、
町
民
の
符
様
の
ご
協
力
の

も
と
で
、
山
駅
利
則
の
紙
大
に
懸
命
な
努
力
を

係
ね
て
い
ま
す
．

日
山
釈
の
判
別
の
状
況
を
夫
総
で
が
す
・
｝
と
な
、

特
急
の
停
車
や
便
利
な
州
市
の

m党
に
大
き
く

以
映
さ
れ
る
も
の
で
す
。
持
係
の

一
一併
の
利
川

を
ね
制
い
い
た
し
ま
す
ι

O
昨
木
市
平
券
は
，
川
駅
の
伎
町
役
一－キ

ソ
フ
で

（ルk
卜
り
の

M
数
券
も
泊
釈
で
）

O
泊
勤

・
泊
予
定
期
の
賂
入
は
山
駅
て

O
桁
克
也
叶
の
巾
込
み
は
電
話
で
山
駅
へ

（他
の
駅
か
ら
の
来
出午
、
対
リ
の
た
め
の

指
定
券
も
泊
駅
で
）

O
旅
行
の
凶
体
券

｛
日
取
引
以
ト
）
は
山
駅
で

お
座
敷
列
車
「
朝
日
町
民
号
」

今
年
は
、
本
曲
目
路
と
忠
郎
峡
の
旅

（御
岳
、

同
校
也
、
必
山
崎
、
忠
那
峡
）
へ、

5
月
刊
日
1

－
ふ
く
し
の
窓
⑪



亮三

守照

〔勤続銀章〕第6分団団員

〔優良機関貝叢〕（赤色章）

第4分間班長

〔家族に対する感謝状〕

村UIiるゑ （村口轟lj団長婆）

坂口 容イ・ （第2分間坂口届IJ分団長妻）

佐渡 澄子 （i時防本部佐渡司令織委）

〔永年勤続迅問者感謝状〕

元第 l分間百！J分団長

II~ 2分団分団長

”団員

班長

部長

2月20日～3月19日

末上

Er・江

而

郎

弘

夫

雄

一
義

勉

篤

一

正

武

陀

宗

’ 司、

” 
班長

団員

〔保全y倫優秀車際愈〕

第2分間 2号車

｜舎闘の園紙｜

宅郎谷口3月9日
山崎小でお別れ疎技大会

本

議

口

問

端

図

井

端

山

伊

坂

西

島

勝

長

山

崎

”第4分団

” ~5 分団

宏一

義正

周i主 j

幸

敏

雄

敏

二

伸

一

勝

II 

” 

/I 

/I 

4
・e
心也

．，．
Z
可
J
温－－
e
e
F

，“．

、..，.........－：－

宮崎小学校では． 3月16日午前

10時30分から．全校生．が体育館に

集まリj卒業生を送る会」を聞き

ました。送る会では． 1 . 2年生

と3・4年生が．赤組 ・白総に分

tlドッチボールを． 5 . 6年生が

ビーチバレーポールを行L、ました。

その後． 先生子iと卒業生とのビー

チバレーポールの試合が行われ．

先生方がたじたじという場面もあ

リましたが．結局はキャ リアの差

で先生方にカ旬、歌が。でも卒業生

には．きっといつまでも残るいい

思い出になったことでし ょう。

清水 規明

t表面事 幸次

上in 和総

谷口信義

tt悶 i繋

大久保伊長

細図哲夫

住吉 銅春

小林孝司

勝2軍

’u量
久

影

吉雄

一巳

正志

正博

真二

誠一

勇

忠昭

石原

小林

山岡

中

口
口

口

山

田

谷

仮

谷

脇

｛山名 和彦 （山崎）

西岡智治（五箇庄）

長津清忠（山 崎）

長崎美知代 （南保）

川合 純次 （南’保）

加泌邦H青 （冶－崎）

小林英生 （笹 川）

If:！谷 俗l列 （自由：i)

勝国 努（笹川）

古悶 修 （南保）

出井秀lk（大家tU

安j主ゆかり （山 崎｝

魚津美紀イ （ 泊 ） 

団長

副団長

II 

長

市

宇

’

局

理

’

F

務

任

，

s’
常

3月3日
母子父子家庭入学児童祝い金

，， 

II 

II 

II 

II 

II 

~ 
...記念昂を手渡す浜田勘役

/I 

V新年度役員の皆さん

川

図

江

困

山

谷

谷

島

老

建

建

建

浜

更

入

新

北

折

折

水

海

恨

恨

恨

II 

II 

” 
II 

第5分団”

II 

このはど富山市において開催さ

れたEき山県消防協会総会において．

当町消防団長成熊安正氏が同協会

会長に選任されました。

，， 

第6分団

，， 

/I 

/I /I 

” ，， 
/I 

/I 

/I 

/I 

/I 

II 

II 

II 

II 

/I 

3月ア目
映画監督来町
山崎を舞台にした映11hjが製作される

ことになリ．この日．獄替やプロテ’ユ

ーサーが当町を訪れ．町長に協力を要

消さJ.lました。

映画Ii，漁業の町を舞台に「尊厳死J

をテーマに．厳かなる生と死とい う問

題に焦広を当てたもので．テレ ビなど

でお馴染みの回付高広さん．三国i皇太

郎さん．長山並子さん．誠直也さんら

カ＇tHiiiiされることになっています。

ロケは， 3月末から4月末までの約 1

ヵ月てス総勢50人が現地入リし て行わ

6月に製作を完了＇10月には東映

3月4日
朝日町連合青年団の定期大会

3月4日，午後0時から.t-i.iM：セン

ターにて．朝日町連合青年団の定Jiii大

会がl認かれ，昭和58年度団長の古市l直

樹さんから．昭和59年度団長の（iJJ ~片手口

彦 （山崎）さんに凶旅が手渡されまし

た。昭和59年度役Uは次のとおりとむ

りました。

ヘー良、む、，

...ごはんを食べていますか？ハイー

3月1日
米の生産者と消費者の交流会

ごはん好きですか？一一－J；米の消資

拡大を目指して．米の生産者とI門賞者

の交流会が行われま した。

ニれは．近年．氷：のi肖貸量が減少し．

E皇家においては水悶利用再編対策の名
のもとで稲作抑制の借還がとられ．農

家の大きな悩みのたねとな っています

が＇i商代者にと って ら米の1曲絡が上が
るとい う 挙態のなかてヘ おIL~、が交流

するなかから共通の理解を＊めよ うと

開催されたものです。

時あたかも．外国ではお米を中心と

した日本食ブームが起きており．参）)If

者の関心も尚．〈 ．それぞれのな場から

いろんな意見がIHされました。

特に．まず浩い人たちがめんどうが

らずにご飯料理に挑戦するこ とが大切

だとの．ちょっ と厳しい意見も出され

ました。

そして．お米を食べると太る．頒が

懇くなる，高血圧になるなど．米におI
する偏見をなくし．バランスの取れた

日本型食生活を続けていこう とゆし介

わせました。

この日．午後 l時30分から＇ff;＼柑：セ

ンターで．朝日目rw-r悩祉会の主ii~ で

ニの4月に小・ 中小校に人乍するむtr 
父イ亡の家庭の （－（jt；たちのおりt~ 、会を行

いました。

!f末みのる会長からのあいさつにあt
さ，浜町JJ1J役が．「入学おめでと う．入

午したら．元~i.~ 、 っぱいに頑綴っ てく

ださL、。また交ilflが飲にも討を付けて

くfごさい。」と 激励しました。

そし て ． 浜田助役から，~·.~と 目I社会

悩祉協議会から附られた1i.色の傘と 色
えんぴつ．国語kif！典と絵の具のセット

をf似たちにーす・i度しました。

V先生と兜重の姦しい鼠合
，， II 

おすこ

ぶ

II 

・
東
三
浦
町

済防庁長官表彰

（永年勤続功労寧〕

第l分団分団長

富山県知事表彰

（功績章〕消防本部

〔絡勤'ft.〕第5分団部長

〔無火災表彰〕

朝日町消防団

第2分間分団長

日本消防悔会長表彰

〔功績章〕団本部劇団長

〔続縦蒙〕第3分団部長

〔勤続主主〕第2分図面IJ分団長

II 第3分団部長

~4 分団班長

富山県消防箇会長表彰

〔功績背花牽〕第2分団部長
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